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＊ 藤田良雄先生のスペクトルトレースを大量に収蔵 

図書室からアーカイブ室に渡されたものの中に表記の藤田先生のスペクトルのトレース

の巻物が大量にある。それらは 3個口になっている（写真 1）。 

    

         写真 1 大量のスペクトルトレースの巻物 

図書室の先代の担当者の時、三鷹の図書室にこれらがあるので、おそらく岡山天体物理

観測所の分光器による乾板のマイクロフォトメーターを使ったトレースのようだから、岡

山天体物理観測所で保管してもらえないかと打診したメールの控えが残っている。その打

診に対して、岡山では、藤田先生のトレースが三鷹にあることは承知しているが、今後研

究に供することは考えられないこと、保管する場所もないとの理由で三鷹で保管してくれ

るようにとの返事が来ている。 

昔は（この表現が適当ではないかもしれないが）分光によるスペクトル写真は乾板に撮

影され、それをマイクロフォトメーターと呼ばれる 1次元写真濃度測定器（写真 2）でスキ

ャンしてトレースしたものである。マイクロフォトメーターはスペクトル解析に必須の器

械であったが、すでに三鷹には昭和 26 年のものと、水沢の緯度観測所時代のものしか残っ

ていない。 

藤田先生は現在 102 歳になられるが御健在である。これらのデータの巻物は確かに図書

室が保管する類のものではないと思われる。そこでアーカイブ室に持ち込まれたのであろ

う。アーカイブ室としてはある時代を象徴するデータであるから貴重なものとして収蔵品

に加えておきたいと考えている。 

大量にあるので、全部は保管の必要はないかもしれないが、しばらくは収蔵しておこう

と思う。よく整理されていて、このトレースの一覧表も付いているので、それと一緒に保



管しておくが、研究データとして今後使われることはないであろう。 

          

         写真 2 三鷹にあったマイクロフォトメーター 

写真 3が、マイクロフォトメーターによるスペクトルの一例である。 

 

         写真 3 マイクロフォトメーターによるスペクトル 

現在は、すでに写真乾板というものが製造されていない。そしてスペクトル写真も CCD

で取り込まれるから、それぞれのピクセルに番地が付いているので、マイクロフォトメー

ターのようなものでスキャンする必要もない。 



 次に、これらのデータの一覧表を添えておく。データとして活用の向きにはデータを提

供できる。 

 

             写真 4 データの一覧 その 1 



 

              写真 5 データの一覧 その 2 



 

             写真 6 データの一覧 その 3 



 

            写真 7 データの一覧 その 4 

 

写真 8 データの一覧 その 5 



 

             写真 9 データの一覧 その 6 



 

             写真 10 データの一覧 その 7 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


